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            「自他共栄」の心      

 校長 井上 成子 
健やかに 2026 年の新春を迎えられたこととお慶び申し上げます。本年もどうぞ

よろしくお願いいたします。さて、年頭にあたり皆さんはどのような決意をされたで

しょうか。私は柔道の創始者・嘉納
か の う

治五郎
じ ご ろ う

氏が遺した「自他共栄（じたきょうえい）」と

いう言葉を改めて大切にしたいと考えています。 

～「引き手」を離さない優しさ～  

柔道は激しいスポーツですが、相手がいなければ成り立ちません。柔道には、豪快な投げ技を繰り出し

た際、相手を傷つけぬよう道着を握る「引き手」を最後まで離さないという教えがあります。技をかけな

がらも相手を大切にする――この精神こそが、柔道を単なる競技ではなく「武道」たらしめています。「自

他共栄」とは、自分だけが良ければいいのではなく、自分も他者も、みんなが共に幸せであれるよう努め

る心です。これは現代でいう「Well-being（ウェルビーイング）」に通じ、これからの「共生社会」を支える

根幹となる考え方であると私は考えます。 

～学校生活に息づく「自他共栄」の姿～ 

2学期を振り返ると、本校でもこの精神を感じる場面が多々ありました。 

● 学校祭： チームの枠を超えて励まし合い、互いの健闘を讃え合う姿 

● ボランティア活動： 学校やみんなのためにと、気持ちよく活動する姿 

● 日々の生活・学習： 自分の気づきを班で共有し、困っている仲間にそっと寄り添う姿 

こうした一つひとつの行動こそが「自他共栄」の実践そのものであると感じ、胸が温かくなりました。 

～想像力が言葉を変える～ 

一方で、私たちはつい「自分」を基準に考えがちです。「相手が思うように動いてくれない」とイライラし、

言葉が厳しくなってしまった経験はないでしょうか。そのような時は、視点を相手に移し「もし自分がその

立場だったら？」と想像してみてください。12 月号で触れた「心のキャッチボール」と同様、相手を慮る

（おもんぱかる）ことで、自然と選ぶ言葉が変わり、関係も改善していくはずです。 

～「想い」を形にするために～ 

「相手を大切に思う心」は、持っているだけでは伝わりません。だからこそ私たちは「学習」をします。授

業や学級活動を通して、人の話に耳を傾け、自分の考えをわかりやすく表現する力を磨く。それはすべて、

大切な人に想いを届けるための糧となるのです。 

ぜひ、ご家庭や地域でも、身の回りにある「自他共栄」の姿について話し合い、実践してみてください。 

3学期も本校の教育活動へのご理解とご協力を賜りますよう、お願い申し上げます。 



 

令和７年度 緑中生 生活充実度調査（２学期） 
２学期末に全校生徒対象で実施したアンケート結果です。各設問に対して４段階で回答し、「よくできる」

「だいたいできている」を足した人数の割合を表に示しています。１学期と比較して３ポイント以上増えた

項目には矢印マークを付けました。行事が多い２学期の生活を通して、「⑨友だちに気づかいができる」

「⑫相手の気持ちを考えて話を聴くことができる」項目が伸びました。「⑬自分の考えや意見を相手に伝え

ることができる」「⑭わからないことはそのままにせず訊くことができる」の回答は微増ではありますが、

未だ自信が持てない生徒も３割弱います。力を伸ばせるよう工夫して継続指導してまいります。 
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